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■ 環境認識

1

企業が日本のアイデンティティを見直し、経済活動や
企業経営に取り組むことが、新しい日本を創る力に

文化力 多様力 名誉力
文化に蓄積された重要な
情報を回復する努力

生物・言語・食など、島国のなかに
存在する多様性を活かす取組み

利己的でなく利他的行動の重視や
自立の精神を尊重する姿勢

期待すべき未来に向けて、日本はどのような道を進んでいくべきか

出所：月尾嘉男

経済転換期における視点の変化

開発から回復へ 中央から地域へ 画一から多様へ
物質的満足から
精神的満足へ

文明の発展を優先し、
自然の循環を遮断した

行為の見直し

世界・日本全体の視点から
地域・小集団の特性が重要視

標準化や効率化の追求から
特徴や個性を活かす時代

成熟社会では、「縁」や「絆」等
心の拠りどころを持つ生き方が

見つめ直されている

経済競争力だけでなく「日本の魅力」を発信 世界を引きつける力へ繋がる
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■ 邦銀を取り巻く環境認識

国内銀行「法人・個人」貸出金残高の推移

合計の貸出金残高が縮小傾向にあるなか、
継続した個人消費へのサポートが経済成長の一役を担う

400 395

出所：日本銀行データより作成

（兆円）

法人向け貸出金残高 個人向け貸出金残高

300

（兆円）

出所：内閣府データより作成

名目GDP（左軸）

GDPに占める家計
消費の割合（右軸）

56.3%

59.6%

475

513

ＧＤＰに占める家計消費の割合

回復基調の「家計の消費行動」を金融面で支えるため、
貸金業者に代わり、銀行が提供する個人ローンに重要な役割が!

121

274

100

家計消費は
増加傾向にある



© 2013SURUGA bank, Ltd. All rights reserved. 3

■ 第５次経営計画グランドデザイン

フリーローン事業

資産運用サポート事業

住宅ローン事業

保障性保険事業
（バンカシュアランス）

スモール
/ ミドル法人事業

ネットワーク事業

広域事業 代理店事業

総合的なエリア戦略を
可能とする

スルガのケイパビリティ

市場の特性を活かし、顧客軸を付加した価値創造実現へ
－スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮－

日本郵政グループの

幅広いネットワーク

コミュニティバンク

静岡 / 神奈川の従来型の

フルバンキングサービス

インターネット・コールセンター

によるダイレクトチャネル

首都圏をはじめ札幌から福岡まで、

主要な都市圏における事業展開

マーケティング
システム
インフラ

全国に広がる
顧客基盤

価値観

Our
Philosophy

リテール
マインド

他を圧倒する
スピード・柔軟性

戦
略
的
傾
斜
配
分

戦
略
的
傾
斜
配
分

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分

主な市場 コア事業
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■ 内需拡大と住宅産業

世界的金融危機以降の
日本をめぐる資本の流れ

日本経済を牽引する
主力エンジン

海外流出
〈過剰流通性の助長〉

輸出と設備投資
〈海外依存型〉

国内流入
〈流動性縮小へ転換〉

住宅を含む個人消費
〈日本自走型〉

今までの日本の経済構造 これからの日本の経済構造

○ 内需の柱となる住宅政策の見直し
（税制/財政・金融政策）

○ 住宅を中心とした消費を支援する
金融サポートの拡充

日本の経済を軌道成長に乗せるために・・・

今後の日本経済は、国内需要による成長力がさらに求められる。
その中でも住宅や多目的ローンは、大きな経済的な役割がある。
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■ 住宅ローン市場を取り巻く環境認識

5

今後のスルガの住宅ローンビジネスの方向性

住宅事業の環境認識

マーケット環境・顧客属性の

変化を的確に捉え、

よりきめ細やかな対応

多様化する価値観や

ライフスタイルに対し、

多角的なサポート

ストックの有効活用と

活性化に対する

独自の価値提供

マ
ク
ロ
環
境
の
変
化

政
府
施
策

総人口・世帯数の減少

高齢化の進展

大都市圏集中

住宅ストックの累積

中古住宅 / リフォーム
市場の活性化

高齢者向け住宅の整備

新築住宅着工
の減少

リフォーム需要
の増加

住宅に関する
トレンド

地域別の人口動態／脱デフレ期待で
二極化時代

消費税増税前

住宅ローン
減税延長

低価格住宅

高齢者向け住宅

建替え・リフォーム

高性能住宅
長期優良住宅
スマートハウス

需要増加が
期待される分野

○ 都心への人口流入

郊外は流出加速

○ 不動産価格は、上昇トレンドの都心、

下降トレンドの郊外

○ 首都圏で好立地物件に人気が集まり

単価急上昇

○ １次取得者の平均年齢大幅減少

○ オフィスビルは新築、既存で二極化
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■ スルガの住宅ローンビジネス

6

スルガの住宅ローンビジネスはチャネル営業に依存しない

金利競争とは一線を画した「顧客軸」を付加したビジネスモデルを展開

スルガの住宅ローンビジネスは時代の変化にあわせて進化し続ける

お客さま

スルガ

不動産
チャネル

契
約
成
立

顧
客
紹
介

ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
独
自
商
品

お客さま

スルガ

不動産
チャネル

契
約
成
立

自
社
Ｄ
Ｂ
を
活
用
し
た

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
型
ア
プ
ロ
ー
チ

「商品軸」時代の住宅ローンビジネス 「顧客軸」時代の住宅ローンビジネス

『不動産チャネル』 を起点とした
「Ｂ ｔｏ Ｂ ｔｏ Ｃ」 モデル

『ＳｍａｒｔＥｙｅ』 と 『自社ＤＢ』 を活用した
「Ｂ ｔｏ Ｃ」 モデル

住
宅
ロ
ー
ン
申
込

住
宅
ロ
ー
ン
申
込
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■ スルガ独自のフリーローンビジネス

与信額 大小

年
収

大

小

ア
プ
ロ
ー
チ
①

ア
プ
ロ
ー
チ
②

ア
プ
ロ
ー
チ
③

住宅ローンビジネスで培った
銀行のデータベースと

『顧客軸』コミュニケーションによる

対話型アプローチ

ライフサイクル / ライフスタイルなど

お客さまの 「コト＝ストーリー」

に着目したアプローチ

ネットとリアルの

相互補完による効率的な

ダイレクトアプローチ

多様な顧客ニーズへの
個別の対応により差別化

金利 + ボリューム追求

金利による差別化
が難しい領域

ボリューム追求

銀行ならではの
預金・貸金両建による
人生・消費設計

プランニングによる差別化

金利 + ボリューム追求

金利追求

ス
ル
ガ
独
自
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

リテール
マインド

CRM

Smart

Eye

ＩＴ
インフラ

自動
審査

スルガのフリーローン戦略は、気づきと対話、「コト＝ストーリー」を重視した“3つのアプローチ”によりさらなる進化へ

利便性
スピード

セグメントごとのニーズ・市場に
最適なアプローチを実現
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■ 多様化する価値観に対応したスルガのマーケティング

82013.5.29

○ 複雑化する価値観を的確に捉え、お客さまの内面にある願望を顕在化
○ 多様化する自己実現をより確実に、より多角的なサポートを行う

消費行動・消費動向
〈スタイル〉

ライフサイクル

挑戦志向

安定志向

逃避志向

自立型

協働型

依存型

専門型

汎用型

万能型

能動的

受動的

中間的

〈価値観〉

〈定量的データ〉

年齢・性別 年収

職業 取引金額

家族構成 取引履歴

「Ｓｍａｒｔ Ｅｙｅ」のフィルター
〈アナリティカルＣＲＭ〉

顧客価値の最適化

〈ｾｸﾞﾒﾝﾄごとの独自価値を明確化〉

コンタクトタイミングの最適化

〈ライフイベントを先読み〉

提案コンセプトの最適化

〈コト・ストーリーの選択〉

定性的 な情報の蓄積によって顧客軸に基づくコンサルティングが可能「ＣＲＭ」 〈オペレーショナルＣＲＭ〉

コンタクトチャネルの最適化

〈顧客接点の選定〉

お客さま

営業店
コール
センター

ＡＴＭ
インター
ネット

携帯
電話

×
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■ 情報活用による価値創造戦略

テクノロジーへの投資

データに基づく経営が

優位性を生む

コンピュータと経済は

さらに早く変化し

情報量が拡大

テクノロジーの進歩に

合わせて企業は変革を

求められる

お客さまとの新たな価値創造
情報に基づく組織能力向上

データに基づいた市場予測
経営の意思決定

お客さまに合わせた情報戦略のステップ

デジタルテクノロジーの進化によるビジネス環境の変化

1990年代 2000年代 2010年～

生産性の向上 お客さま中心の情報基盤 「データドリブン」の企業文化

業務効率化
マーケティングの進化

お客さまの理解
関係深堀

社内外のデータ活用
意思決定

 ３つのＣＲＭ
 インターネットバンキング

 自動審査システム
 ＭＡＰ－Ｃ / ＭＣＩＦ

 SmartEye / Sagent

 ソーシャルメディア

積極的な情報活用が
競争力の源泉に

データに基づいた市場予測
経営の意思決定

お客さまとの新たな価値創造
情報に基づく組織能力向上

出所：MITスローンスクール経営学教授
エリック・ブリニョルフソン
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■ ゆうちょ銀行との業務提携

10

ゆうちょ銀行全233 店舗で

目的別ローンおよびカードローンのお申込みが可能に

日本全国に広がるゆうちょネットワークを活用したビジネス展開

沖縄地方

ゆうちょ銀行 1

九州地方

ゆうちょ銀行 13

四国地方

ゆうちょ銀行 6

中国地方

ゆうちょ銀行 11

近畿地方

ゆうちょ銀行 44

中部地方

ゆうちょ銀行 33

北海道

ゆうちょ銀行 5

東北地方

ゆうちょ銀行 10

関東地方

ゆうちょ銀行 110

「お客さま」のニーズを大切に考えたローンを

より多くのお客さまにご提供

全国に広がる

ゆうちょ銀行の店舗ネットワーク

2013年3月末までの実績値

フ
リ
ー
ロ
ー
ン

69千件9千件

住
宅
ロ
ー
ン

2,476億円145億円

累 計2012年度下期実績

60千件

2,331億円

2012年度上期
までの実績

※1億円未満切捨て
※実績は「実行額」ベース

※千件未満切捨て
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貸出金利回りと貸出金平残

総資金利ざや

（億円）
（億円）

1.79%

0.63%

1.68%

0.61%

（12/9）
（12/9）

貸出金平残

貸出金利回り

0.58%

1.78%

預金平残

預金等利回り

■ 利ざや等の状況(全体)    

0.55%

1.81%

当社

地銀平均

1.94%

0.51%

（12/9）

預貸金粗利ざや

預金等利回りと預金平残

預貸金利ざや
3.26%1.15%

0.27%

当社

地銀平均

当社

地銀平均

3.09% 3.12% 3.13% 3.21%

1.82% 1.74% 1.70% 1.62% 1.55%

【地銀平均】貸出金利回り 【地銀平均】
預金等利回り

1.12% 1.05% 1.09%

0.40% 0.37% 0.34% 0.31%

1.24%

（12/9）
（12/9）

22,840

23,613
24,086

25,062

26,180

28,113
29,446

30,471

31,541

33,090

1.62%

0.34%

0.21%
0.13%

0.09% 0.08%
0.28%

0.18%
0.12% 0.09% 0.07%

09/3

2.11% 1.93% 1.82% 1.71%

3.61%
3.31% 3.26% 3.22% 3.29%

11

10/3 11/3 12/3

09/3 10/3 11/3 12/3

09/3 10/3 11/3 12/3

09/3 10/3 11/3 12/3

09/3 10/3 11/3 12/3

13/3

13/3

13/3

13/3

13/3
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（12/9）0.67% 0.63% 0.61% 0.58％
0.52%

預貸金利ざや

利回り・経費率の状況 預貸金粗利ざや

■ 利ざや等の状況（国内）

1.44%

1.38％

1.32%

当社

地銀平均
預金等利回り貸出金利回り 経費率

1.31%

3.63%

3.39%
3.33%

3.28%
3.33%

1.26%

0.31%
0.21%

0.13%
0.09% 0.08%

当社

地銀平均

1.87%
1.79%

1.87% 1.88%

1.99%

3.32%
3.18% 3.20% 3.19% 3.25%

1.64%
1.84% 1.76% 1.71%

1.55%

12

09/3 10/3 11/3 12/3

09/3 10/3 11/3 12/3

09/3 10/3 11/3 12/313/3

（12/9）

13/3

13/3
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416
840

829

コア業務純益と当期純利益円貨預貸金利益と業務粗利益

（億円）

■利益の推移

（億円） コア業務純益

当期純利益業務粗利益

円貨預貸金利益
最高益

706 706
735

769

701

778 771
801 365

331

358
375

106

140

21

148

210

13

09/3 10/3 11/3 12/3 09/3 10/3 11/3 12/313/3

最高益

13/3
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地銀上位１０行

■預貸金利益の推移

預貸金利益増減 （億円）預貸金利益増減 （億円）

スルガ

貸出金残高伸率（前年比） 貸出金残高伸率（前年比）

14

預貸金粗利ざや（前年比） 預貸金粗利ざや（前年比）

11/3 12/3 13/3 11/3 12/3 13/3

▲25
▲20

▲27

▲0.07％ ▲0.08％ ▲0.09％

2.2％
2.8％

3.7％

27
32

54

0.03％
0.01％

0.08％
3.3％ 3.3％

5.4％
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個人ローン実行額個人ローン残高・ 個人ローン比率

18,697

（億円）（億円）

19,567
20,315 2,751

フリーローン残高

住宅ローン残高

個人ローン比率（％）

■ 個人ローンの状況 ①

21,705

2,546

住宅着工件数（千件）

23,273

下期実行額

上期実行額

78.3%
80.0%

80.3%
83.0%

84.4%

2,483

2,590

2,632

3,154

4,037

16,214
16,977

17, 683

19,236
18,551

1,471

1,252
1,431

1,5551,280

1,294 1,201

1,039

775
819

841

893

2,632

1,382

2,989

1,607

3,322

1,767

15

09/3 10/3 11/3 12/3 09/3 10/3 11/3 12/313/3 13/3
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（注）（ ）内は平均レート

無担保カードローン

無担保証書貸付
有担保フリーローン

住宅ローン

19,236億円（3.3%）
フリーローン

■ 個人ローンの状況 ②

２０１３年３月末

4,037億円(6.2%)

個人ローン
23,273 億円 (3.8%)

3,095億円（4.3%）

926億円(12.4%)

16億円（2.7%)

フリーローン残高内訳・平均レート個人ローン残高内訳・平均レート

無担保証書貸付残高

無担保カードローン残高

有担保フリーローン残高

27

717

1,844

23
693

1,916

19

813

2,322

2,590 2,632
3,154

4,037 （億円）

16

926

3,095

10/3 11/3 12/3 13/3

16
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住宅ローン地域別残高比率住宅ローン実行レート分布（累計）

首都圏 神奈川 静岡 広域
３％未満 ３％台 ４％台 ５％以上

■ 住宅ローンの状況

住宅ローン実行平均レート（％）

28.5% 26.7% 25.2% 24.2% 23.3%

0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.4%

35.5% 38.6% 40.3% 41.0% 41.5%

35.5% 34.2% 34.0% 34.3% 34.8%

3.85%

3.67% 3.67% 3.67%
3.75%

44.5% 46.3% 48.5% 50.4% 51.7%

22.3% 20.3% 18.6% 17.6% 16.7%

27.3% 24.7% 22.2% 19.9% 17.8%

5.9% 8.7% 10.7% 12.1% 13.8%

12/311/310/309/3 13/3

17

12/311/310/309/3 13/3
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7.45% 7.21% 6.84% 6.71%
6.20%

3.33%3.32%3.33%3.33%
3.52%

0.44% 0.27% 0.22% 0.16% 0.09%

0.49% 0.64% 0.55% 0.40% 0.39%

0.03%0.09%0.21%0.23%

0.41%
0.28%

0.29%

0.45% 0.36% 0.33%

フリーローン住宅ローン

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高 ※毀損率＝デフォルト率×（１－回収率）

毀損率利回り 延滞率 毀損率利回り 延滞率

■ 個人ローンの延滞率・毀損率の推移

10/3 11/3 12/309/3 10/3 11/3 12/309/313/3 13/3
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投資信託
保険
その他（国債等保護預り、外貨）

12.9% 12.9% 12.4%
11.5%

10.6%

投信・保険手数料収入投資性商品残高内訳（個人）

投信販売手数料
投信信託報酬
個人年金保険手数料
その他保険（火災、一時払終身、保障性）

（百万円）（億円）

投資性商品比率

■投資性商品〈残高・手数料〉推移（個人）

1,929

1,201
1,284

1,333

920

260

583

166

203

762

108

128

186

750

112

236

498

703

78

54

563

55

685

35

1,3383,041 3,145 3,083 2,965 2,956

1,002

1,456

583 572

1,408

1,165 1,156

1,380

547

1,100

1,338

527 476

1,274

1,206

19
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701

778 771
801

84059.2%

53.1% 53.1%

49.4%

51.7%

23

247

144

23

240

150

24

232

152

24

238

152

24

238

153

（億円）

業務粗利益

人件費

物件費

ＯＨＲ

税金

■ 経費・ＯＨＲの推移

414415 414 409 415

20
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83.32％

100%4,339法人

100%23,400個人
100%27,739総与信合計

92.60%4,019法人

98.99%23,162個人
97.99%27,181正常債権

80.90%40.61%4167.85%1101072177.40%320法人

86.60%64.23%5762.55%171311481.01%238個人
2.01%558合 計

51.95%24.17%1636.63%038382.43%105法人

75.75%25.94%967.26%168690.44%103個人
0.75%208要管理債権

94.27%66.34%2182.99%99561554.31%187法人

86.72%66.34%1360.57%823310.22%52個人
0.86%239危険債権

100%100%483.71%1113240.66%28法人

100%100%3557.94%840480.35%83個人
0.40%111

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

ｶﾊﾞｰ率引当率引当保全率保証担保
担保・
保証合計

構成比
法人・個人別
与信残高

構成比
13年3月期
与信残高

開示区分

（億円）

： 担保・保証による保全率

： 無担保部分への引当率

： 担保・保証・引当を考慮したカバー率

保全率

引当率

カバー率

カバー率合計

■金融再生法開示債権詳細

21
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実質与信費用開示債権比率

2.93%

2.20%

3.03%

1.96% 2.01%

0.28%0.29% 0.31%0.33% 0.33%

1.96%
1.81%

2.13%

1.61% 1.65%

416

375
358

331

365

43

83

277

107

600.26%

0.16%
0.33%

1.15%

0.45%

（億円）

開示債権比率（担保・保証・引当金控除後）

開示債権比率（引当金控除後）

開示債権比率 コア業務純益

実質与信費用（与信費用ー償却債権取引益）

実質与信費用比率（実質与信費用/貸出金平残）

■開示債権比率と実質与信費用の推移

11/309/3 13/310/3 12/3
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国債 外国債券 社債 地方債

（億円）

平均残存期間（年）

■ 債券ポートフォリオの推移

7.3％中 長 期

45.6％変動利付

46.9％短 期

国債内訳

5.4％中 長 期

46.5％変動利付

47.9％短 期

国債内訳

0.1％中 長 期

54.2％変動利付

45.7％短 期

国債内訳

0.1％中 長 期

96.6％変動利付

3.3％短 期

国債内訳

12/311/310/309/3 13/3

2.7％中 長 期

53.3％変動利付

43.9％短 期

国債内訳

1,775

2,860

3,402
3,6123,524

0.40
0.34

0.85

0.44

1.02

2,731 3,191 3,124 2,681 1,504

186

179 116

122

110

170

107
65

48

76

437

135

97

9

85

23
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アウトライヤー比率

統合リスク管理

２０１２下期

配賦原資

（億円）

２０１３／３月末
リスク量

２０１２年９月末

Ｔｉｅｒ Ⅰ

バッファー１，３３３

２０１２下期

配賦資本

４６４

２０１３年３月末

金利ショック
方 式

±２００ｂｐ

金利リスク量 ５７億円

アウトライヤー
比 率

２．５％

６５２

１，９８５

２３５

２８１

１３６

１７０

１６６

１２８

信用リスク

市場リスク

オペレーショナル
リスク

１．信頼水準 ９９％（共通）

２．保有期間 （営業日）

・信用リスク ２４０日
・預貸金、債券等
金利・価格変動リスク ６０日
（トレーディング勘定は １０日）
・株式価格変動リスク １２０日

３．オペレーショナルリスク

基礎的手法

■ リスク量の状況

24
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2,197

ＴｉｅｒⅠ

（億円）

■ 自己資本の推移

繰延税金資産

自己資本比率ＴｉｅｒⅠ資本・繰延税金資産

国内基準自己資本比率（単体）

国内ＴｉｅｒⅠ比率（単体）

2013年3月末 コアＴｉｅｒⅠ比率 ： ８．８％
（有価証券評価差損、繰延税金資産、金融機関への普通株出資、

ソフトウェア等を勘案）

11.18%
11.00%

10.57% 10.47%10.60%
10.41%

9.98% 9.91％
10.19%

繰延税金資産/ＴｉｅｒⅠ

13.7%
10.6%

14.6%

7.8%

3.6%

1,858 1,868 1,826

1,903

2,077

256
198

267

149

75

12/311/310/309/3 13/3

（億円）

1,961 1,973 1,935
2,011

国内基準自己資本額（単体）

25
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２０１２年度
実 績
（Ｂ）

２０１１年度
実 績
（Ａ）

前年度比

（Ｂ－Ａ）

２０１３年度

見通し

４３

２１０

３５４

４１６

４２４

４１５

８４０

１１．１０

８９．３８

１５.０

△ ４０

＋ ６２

＋ ７６

＋ ４１

＋ ６０

＋ １

＋ ３９

＋ ２．８６

＋ ２７．１２

＋２．０

４０

２３０

３７５

４３０

４３０

４４０

８７０

１１．１１

９７．５４

１５.０

８３

１４８

２７８

３７５

３６４

４１４

８０１

８．２４

６２．２６

ＲＯＥ（％）（当期純利益ベース）

一株あたり配当金（円）

実質与信費用

当期純利益

経常利益

コア業務純益

業務純益

経費等

業務粗利益

ＥＰＳ（円）

１３.０

（億円）

■ ２０１２年度実績及び２０１３年度業績見通し
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変化し続ける時代の声にお応えしながら、持続可能な社会の実現に向けて、

未来を担う子供たちが健やかに成長するための豊かな環境づくり、

「価値ある社会」の創造に向けて、たゆみない挑戦を続けてまいります

27

本業としての
戦略的価値

未来の子供たちのために
Value for the Future

持続可能性のための
基本的CSR

遵法を超える正しさに
沿う経営

機会

責任

Value for the Future

未来の子供たちのために
私たちができること

子供たちが未来に美しい花を咲かせ、
豊かで実り多い社会を築いていけるように。
そのための土壌を創ってまいります。

未来創造サポート・プログラム

自助自立社会の実現をめざして

サスティナブルな社会実現プログラム
ふじのくにの景観は地域の文化遺産

次世代育成サポート・プログラム
未来を担う子供たちのために

スルガのＣＳＲのフレームイメージ

■ スルガの考える未来創造型ＣＳＲ
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■ 経営理念における成長のあり方

経営

「立地する国、地域の文化に立脚する」

「人に基軸を置く」

Culture-oriented

People-based

Social-perspective
「社会的な見地を大切にした経営を行う」

“Ｃ・Ｐ・Ｓ”を原点とした成長

28

株 主

その他の
ステークホルダー

お客さま社 員
（グループ）

資本の効果的
運用システム

幸せ実現の
支援システム社会的役割遂行と

自己実現のための
直接的参加システム

“価値交換システム”としての成長

各ステークホルダーとの価値交換性の向上を
成長と定義する

C

P

S

文化を尊重し、その文化を強みとして

活かしていくことにスルガの成長がある

企業の理論ではなく、人の論理を中心に

据えた経営によって成長を実現する

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、

社会規範の上をいく状態を実現する

（グループ）

成長

“使命型企業”としての成長

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして
〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれるお手伝い」をするという

ミッションの実現性の向上を成長と定義する



本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、
リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性が
あることにご留意ください。

〈 本件に関する照会先 〉

経営管理部 ＩＲ

［TEL］ 03-3279-5536

［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］ ir.koho@surugabank.co.jp

Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ．


